

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































使用数 179130 75 831 47 250 542
美
使用率 0.68% 0.46％0.70% 1.12％ 0.45％ 0.70％ 0.72％
巳 5 2 7 18 32
已芙 2 4 2 1 9
已 也已 20 18 1 30
也已実 8 1 9
計’’’271201，｜】0110180
（1）＜詩経＞＜檀弓＞とく論語＞＜孟子＞とについては，それぞれ，森本角蔵氏のく五経索引＞と
く四書索引＞とによって，総字数および使用数をあげた。＜左伝＞とく筍子＞との総字数は，それ
ぞれ，＜影刊唐石十三経＞（1962年，世界書局）とく子書百家＞本（光緒1年，崇文書局）とによ
って算出し，その使用数は，ともにﾛ合仏燕京学社の引得によって計算した。
（2）＜左伝＞以後，句末に「而已」または「而已実」を用いていることが多いが，これは，「巳」の
使用数の中に算えていない。その「已」は，馬氏文通(vol.9)にいうように，もともと，動詞
と見るべきものであり，「止」に当てた仮借的用法のものである〔藤堂明保：＜漢字語源辞典＞
p.72参照]｡「而已実」は，現代語における「罷了」に近い（罷＝已，了=-)(呂叔湘:<中
国文法要略・修訂本>p.283参照〕。
「已」は，上表に見られるように，春秋以後，きわめて少なく，「実」のきわめて多いのと
較べていえば，むしろ，例外的ともいいうるものである。語気詞としての「已」は，春秋以
後，通常の口語としては,ほとんど衰滅して来ていたものにちがいない。その「已」が，上
表のように，なお時たま用いられているのは，特に強くその語気を表わそうとして，通常の
いいかたとは異なった固い重重しいいいかたをしているものにちがいない。
また，この「已」は，上表に見られるように，その単用されているものよりも，「已突」
｢也已」「也已実」などと，ほかの語気詞と連用されているものの方が多い。このように，
｢已突」「也已」「也已実」などとつづけていういいかたは，特に強くその語気を表わそうと
する場合に，古くからよく用いられて来たいいかたであったろうかと考えられる。それで，
｢巳」の単用されるものは，ほとんど，「実」の中に吸収されてしまったのではあるが，この
ようにつづけていう形でいいならわされて来たものは，やや古めかしい重いいいかたのもの
として，なお口語の中に保持されていたものであろうかと考えられる。（注10）
(注10)<論語＞の中には，上表に見られるように，「已芙」「也已」「也已実」などと，語気詞を連用し
ているものが多いのは，孔子の話しぶりまでをも伝えようとしているものと考えられる〔拙
論:＜論語はどの程度まで話してとばに近いか＞＜金沢大学教養部論集・人文科学篇1＞参照〕。
「実」が，ほかの文献よりも，特に多く用いられており，「已」は，単用されているものが，1
｢巳」「実」の来源について 155
次に，「実」は，春秋以後，多く決定・断定の語気を表わすのに用いられるようになって
来ている。＜馬氏文通>(vol.9)に，「所以決事理已然之口気｣とし，すべて現代語におけ
る「了」として解釈することのできるものであると述べており，これが，現在においても，
ほぼ通説になっている。しかし，＜書経＞における「実」は，前稿5．1．2に述べたよう
に，そのように限定された用法のものであったとはいいえない。そのような「実」が，多く
決定．断定の語気を表わすものとして用いられるようになって来たのは，前に4．4におい
て述べたように，歎詞に代って多く用いられるようになって来た語気詞が，単に詠歎的な語
気を表わすものから，更に進んで，一種の語法的な語気を表わすものへと発達してゆく傾向
にあったことによるものと考えられる。
前述のように，「乎」は，春秋以後には，主として，疑問の語気を表わすのに用いられ，
｢哉」は詠歌・反語の語気，また，「也」は提示・解明の語気を表わすのに用いられるように
なって来ている。すなわち，春秋以後における語気詞は，語法的にもそれぞれ分化した機能
をもち，語気詞としての一種の語法的な体系をなすようになって来ている。「実」が，この
ような語気詞全体としての発達の過程において，決定・断定の語気を表わすものとして用い
られるようになって来たのは，恐らくは，その核母音が半狭の9であり，深くきびしいよう
なひびきをもつ発声のものであったことによるものかと考えられる。前節に述べたような歎
詞としての「唐」「億」から発達して来た「実」は，やはり，きびしい感じをあたえるもの
であったにちがいない。
この稿は，これにつづいて，更に「号」「也」の来源について，拙見を並べる予定であ
ったのであるが，またまた，予定の紙数をこえてしまった。それで，この「号」「也」に
ついては，近く＜中国語学204（1970年11月号)＞に発表することにした。同学の方々か
らのご教正をお願いする。
（1970．10．6）
例もないということも，＜論語＞は，かなり，その当時の話してとばに近いものであったこと
を示しているものということができる。＜孟子＞やく筍子＞などの中に，「已」が単用されて
いる例が若干見られるのは，＜論語＞に較べていえば，より書きことば的であり，前代的ない
いかたをも修辞的に取り入れているものということができる。
また，「巳」と「実」とを連用する場合，「美已」と重ねている例はなく，必ず「已突」と重
ねている。これは，恐らくは，「鳴呼」と同じような性質の重ねかたのものと考えられる。「鳴」
「呼」は，ともに「魚」部のものであるが，「呼」は「鴫」よりも軽い発音のものであったと考
えられる〔前稿5．2．2参照〕。「美」もまた，前述のように，「巳」よりも軽い発音のもので
あったと考えられる。してみれば，同じ類の歎詞または語気詞などを重ねていう場合には，初
めの方は重く，後の方は，それよりも軽く発音される傾向にあったものであろうかと考えられ
る。なお，「鳴呼」が固定した複合体のものになっていたように，この「已英」もまた，固定し
たいいかたのものになっていたものにちがいない。
なお，「也已」と重ねている例は多いが，「也芙」の例はなく，また，「芙也」「已也」の例も
ない。この「也已」もまた，固定したいいかたのものになっていたものにちがいないが，その
ように固定するようになった原因または経過などについては，まだよくわからない。
